




























































































名称 規格 路線72 単位 合計数量 備考

設計条件 既設断面 φ2000

更生断面
横径φ1965
×縦径1882.5

路線延長 144.72 ｍ 144.7

更生管延長 142.82 ｍ 142.8

昼夜区分 昼間

誘導員配置人員 6人配置

管渠更生工（複合管）

　材料費

　　標準ストリップ Ｌ型 3124.38 ｍ 3124.38

　　ＳＦジョイナー Ｌ型 3124.38 ｍ 3124.38

　製管工

　　スペーサー取付工 142.82 ｍ 142.82

　　端部製管工 1.5 ｍ 1.50

　　製管工 141.32 ｍ 141.32

　　端部緊張工 2 箇所 2

　充填材注入工

　　充填材注入工 142.82 ｍ 142.82

　　充填材ストッパー工 V=0.008m3/箇所 2 箇所 2

　　管内注入口工 116 箇所 116

　管口仕上げ工

　　管口仕上げ工 2 箇所 2

　取付管口仕上げ工

　　取付管口仕上げ工 200mm以下 8 箇所 8

　　取付管口仕上げ工 250㎜ 2 箇所 2

　換気設備工 22.5 日 22.5

　交通管理工
交通誘導員 7.5人/日
（交代要員含む）

180 人 180.0

前処理工

　既設管洗浄工 142.82 ｍ 142.82

　既設管調査工 142.82 ｍ 142.82

　換気設備工 1.5 日 1.5

　管更生工（複合管）【補助】　数量集計表

【直接工事費】

【準備費】



名称 規格 路線72 単位 合計数量 備考

設計条件 既設断面 φ2000

更生断面
横径φ1965

×縦径1882.5

路線延長 144.72 ｍ 144.7

更生管延長 142.82 ｍ 142.8

昼夜区分 昼間

誘導員配置人員 6人配置

　交通管理工
交通誘導員 7.5人/日
（交代要員含む）

人日 3.5

前処理工

取付管突出工 箇所 1.0
10箇所/日

（円形φ2000mm未満準用）

換気工 日 0.5

　管更生工（複合管）【単費】　数量集計表

【直接工事費】

【準備費】



路線番号88-178

　ダンビー工法数量計算書

既設管

内径 mm

路線

製管延長

① m

② m

③ m

④ m

⑤ m

計 m

更生概要

スパン数 スパン

充てん材ストッパー箇所数 箇所

管口仕上げ箇所数 箇所

取付管口仕上げ工  φ200以下 箇所 （平面図より）

取付管口仕上げ工  φ250 箇所 （平面図より）

中間注入口数 箇所

管内注入口数 箇所

工種

ストリップ管

 標準ストリップ管 ストリップ　　　　Ｌ形 m Ⅰ-23

ＳＦジョイナー　　Ｌ形 m Ⅰ-24

製管工 m

スペーサー取付工 スペーサー　　　　Ｌ形 m

補強鉄筋工 m (見積歩掛)

端部製管工 m Ⅰ-24

製管工　　直線区間 m Ⅰ-30

製管工　　曲線・段差区間 m

目地工 m

端部緊張工 箇所 Ⅰ-34

既設管洗浄工 m Ⅰ-35

充てん材注入工 m Ⅰ-37

充てん材ストッパー量（１箇所当り） m3 Ⅰ-39

　普通作業員 人 〃

管内注入口工 箇所 Ⅰ-40

管口仕上げ工 箇所 Ⅰ-41

　管口ｺｰｷﾝｸﾞ量（１箇所当り） ℓ 〃

2.0

3.1

2.0

142.820

142.820

116.0

142.820

1.500

141.320

116.0

3124.380

3124.380

142.820

142.82

1.0

2.0

2.0

8.0

2.0

2000.00

142.82



路線番号88-178

ストリップ管

1965.0

既設管内径 ｂ mm

ストリップ厚 ｔ mm L形ストリップ

ストリップ有効幅 B1 250.0 mm L形ストリップ

SFジョイナー有効幅 B2 30.0 mm L形

ｽﾄﾘｯﾌﾟとSFｼﾞｮｲﾅｰの1m当り容量 ast 0.00140 m3 L形ストリップ

ｽﾍﾟｰｻｰ(2.3mm厚)の1m当り容量 0.00150 m3

ｽﾍﾟｰｻｰ(頂部)幅 570 mm L形スペーサー

ｽﾍﾟｰｻｰ(底部)幅 mm L型スペーサー

管頂部高 ｈ mm 耐震計算書より

ストリップ使用量（R6年度ダンビー工法積算資料Ⅰ-12）

内周半径

更生管上部(下部)内半径

既設管内径

更生管横部内半径

既設管内径

※補強鉄筋の場合、頂部と同数

更生管下部内半径

既設管内径 - 17.5 ＝ 982.5 mm
2 2

ａ’ ＝ - 管底部高 ＝ 2000.0

17.5 ＝ 982.5 mm
2 2

mm
2 2

c’ ＝ - 管側部高 ＝ 2000.0 -

＝ 2000.0 - 100.0 ＝ 900.0

17.5

100.0

ｂ’ ＝ - 管頂部高

1
7
.5

17.5 982.50 17.5

φ2000

2000.0

更生管断面図

#
#
#
#

9
0
0
.0

0

φ
2
0
0
0

9
8
2
.5

0



路線番号88-178

図心半径

更生管上部(下部)図心半径

ｔ
2

更生管横部図心半径

ｔ
2

更生管下部図心半径

ｔ
2

周長

上半分周長

ｃ2 + ｂ2 2 + 2

2

下半分周長

ｃ2 + ａ2 2 + 2

2

よって、ストリップ長は

Ｌ ＝ Ｌ１ + Ｌ2 ＝ + ＝ m ／巻

ストリップ使用量

１ｍあたりのストリップ使用量(Ｌ×1000/B1+B2)は

Ｌ × ×

巻立延長は であるのでストリップ使用量は

ストリップ使用量 × 巻立延長 ＝ × ＝ m

※ ダンビー工法積算資料Ⅰ-10より
巻立延長 ＝ 管きょ延長 + （ストリップ有効幅（B1）×２

＝ 142.82 + 0.250 ×2
＝ 143.32 m

ジョイナー使用量は、ストリップ使用量と同量である。

補強鉄筋重量

L= 更生延長 = m

主筋 D10 ×( × × )= 0 kg/m

配力筋D10 × × = 0 kg/m

合計 0 kg/m

補強筋控除 0.00 ÷ 7850 = 0 m3/m

=

（ダンビー工法積算資料Ⅰ-12）
280.0 280.0

143.32m

21.8 143.32 3124.38

2987.3 3114.1 6.101

1000 ＝ 6.101 1000 ＝ 21.8 m/m

991.25 991.25
＝ 3114.1 mmＬ2 ＝ π ＝ π ×

2

991.25 908.75 ＝ 2987.3 mm
2

Ｌ１ ＝ π ＝ π ×

+ 17.5 ＝ 991.25 mm
2

ａ ＝ ａ’ + ＝ 982.5

+ 17.5 ＝ 991.25 mm
2

ｃ ＝ c’ + ＝ 982.5

+ 17.5 ＝ 908.75 mm
2

ｂ ＝ ｂ’ + ＝ 900.0



路線番号88-178

充てん材注入量

既設管内空面積

π × 2

更生管内空面積

上部

π × ×

下部

π × ×

合計

Ａ ＝ A2 + A3 ＝ + ＝ m2

ストリップ管容積

Ａst ＝ ast × Ｌ ＝ m3 × m ＝ m3/m

ast ： 材料１mあたりのストリップ容積（ダンビー工法積算資料Ⅰ-13）
Ｌ ： 更生１mあたりのストリップ長

1m当たり充てん材注入量

ダンビー工法積算資料I-14ページ「ストリップ使用量および充てん材注入量計算表」による。

Ｖ ＝ ｛A1-(A2+A3)｝×1m-ストリップ管容量（ストリップ容量＋SFジョイナー）-鋼材容量（スペーサー容量＋補強材容量）

＝( - 2.905 )×1- 0.031 - 0.0009

(0.0015m3(ｽﾍﾟｰｻｰの構造体1mの容量）×頂部ｽﾍﾟｰｻｰ幅/1000)

＝ m3/m

3.142

0.205

1388976.7 1516299.5 2.905

0.00140 21.8 0.031

982.5
＝ 1516299.5 mm2

2 2

＝ 1388976.7 mm2

2 2

A3 ＝
πc’a’

＝
982.5

A2 ＝
πc’b’

＝
982.5 900.0

3141592.7 mm2 ＝ 3.142 m2

4 4
A1 ＝ πｄ2

＝ 2000 ＝



路線番号88-178

充てん材２注入量

別添材料計算書のとおり、CAD計測による。

充てん材2(CAD)　＝ m³/m
控除ストリップ長(CAD)　＝ m

1mあたり充てん材2注入量（Ⅴ2）
＝ 充てん材2　－　ストリップ管容量
＝ － （ ÷ × ）

Ｖ2 ＝ 0.098 m3/m

充てん材1注入量

Ｖ1 ＝ 1m当り充てん材注入量-充てん材2 （ダンビー工法積算資料Ⅰ-13）

＝ 0.205 - 0.098

＝ m3/m

1日当り注入量

1日当り総注入量

Ｖ ＝ m3/日

充てん材１注入量 (ダンビー工法積算資料Ⅰ-37)

1m当りの充てん材1量
1m当りの充てん材注入量（計）

0.107
0.205

＝ m3/日  ※小数第3位四捨五入

充てん材２注入量 (ダンビー工法積算資料Ⅰ-37)

Ｖ2 ＝ 1m当りの充てん材2量
1m当りの充てん材注入量（計）

0.098
0.205

＝ m3  ※小数第3位四捨五入

＝ 4.20
×

2.01

＝ 4.20
×

2.19

1日当たりの充てん材量 ×

4.20

Ｖ1 ＝ 1日当たりの充てん材量 ×

0.974

0.103 0.974 0.28 0.0014

0.107

0.103



路線番号88-178

管内注入口工

ダンビー工法積算資料Ⅰ-40ページ「管内注入口工（C-3-3）」注入区間が100mを超える場合や
注入ホースの引き込みが不可能な場合（補強鉄筋等）は、管内より注入行うための注入口の穿孔を行う。

管内注入口は、左右2箇所に3m以内毎、および管頂部1箇所に7m以内毎に設ける。

N1 ＝ 142.82 ÷ 3= 48 個 48 × 2 = 96 個

N2 ＝ 142.82 ÷ 7= 20 個 計 116 個

注入終了後、注入口を管内注入口プラグにて閉塞する。



止水工事、及び事前処理工　計上表

当初 変更 管径 当初 変更 当初 変更 当初 変更

0 φ150 1
φ200

本管 0 0 φ150計 0 0 1 0 0 0
φ200計 0 0 見積もり歩掛 見積もり歩掛

当初 変更 当初 変更

φ150 0 0
φ200 0 0
φ150
φ200
φ150
φ200
φ150
φ200

取付管 φ150計 0 0 0 0
取付管 φ200計 0 0 0 0

〇補・単の分けについて
止水工 取付管突出除去 モルタル除去

本管 補助 単独 単独
取付管 単独 単独 単独

〇積算計上方法について
止水工 取付管突出除去 モルタル除去

本管 直工 準備費 準備費
取付管 直工 準備費 準備費

本管・取付管 管径 適用

管径本管・取付管

本管

適用
モルタル付着

本管 下流人孔

本管
侵入水a,b

管内侵入水a,b モルタル付着

取付管口侵入水a,b 取付管突出

123540150 φ2000 モルタルは洗浄工で
処理できることが多いため
当初設計は未計上

取付管更生なし



施工日数算定表（本工事）

日当たり

作業量

準備工

協会積算資料R6

管内洗浄工 管径1500以上2000以下 m 142.8 150.0 0.95 0.95 P.1-15

協会積算資料R6

既設管調査工 管径1500以上2000以下 ｍ 142.8 600.0 0.24 0.24 P.1-48

小計 1.19 1.19

管渠更生工

協会積算資料R6

スペーサー取付工 管径1500以上2000以下 ｍ 142.8 54.0 2.64 2.64 P.1-15

協会積算資料R6

端部製管工 管径2000 ｍ 1.5 9.0 0.17 0.17 P.1-15

管径2000 協会積算資料R6

製管工 直線区間 ｍ 141.3 26.0 5.43 5.43 P.1-15

協会積算資料R6

端部緊張工 箇所 2.0 5.0 0.40 0.40 P.1-34 0.2人/箇所=5箇所/日

管内注入注入方式 協会積算資料R6

裏込め 充填材注入工 ｍ 142.8 20.0 7.14 7.14 P.1-37（標準）

協会積算資料R6

管内注入口工 管径2000 箇所 116.0 35.0 3.31 3.31 P.1-40

5㍑/日÷3.1㍑=1.6箇所/日

管口仕上工 管径2000 箇所 2.0 1.6 1.25 1.25

協会積算資料R6

取付管口仕上工 200mm以下 箇所 8.0 5.0 1.60 1.60 P.1-51　5箇所/日

取付管口仕上工 250mm 箇所 2.0 4.2 0.48 0.48 見積

管径1500超え 下水道施設維持管理積算要領

浸入水止水工 Ｙ字管工（本管） ｍ 0.0 18.0 0.00 0.00 管路施設編 2020年版 P131

下水道施設維持管理積算要領

浸入水止水工 Ｙ字管工（取付管口） ｍ 0.0 18.0 0.00 0.00 管路施設編 2020年版 P131

小計 22.42 22.42

備考実働
日数

換気工
日数

昼間

工種 種別 単位 作業量


